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２学期が始まって２週間が終わりました。今日から 3 週間目に入ります。

長い夏休み明けは、どうしても学校のリズムを取り戻すのに時間が必要で
す。まして、今年は、2学期が月曜始まり、子供達にとって長い一週間だっ
たことでしょう。そして、先週の１週間。残暑も厳しく、なかなか普段の
学校生活が取り戻せなったかもしれませんね。朝、校門での子供達の姿も
この２週間、何となく元気がなかったように思います。とはいっても今日
から３週間目に入ります。是非、この倦怠感を払拭し、天高く、さわやか
な秋空のように清々しい気持ちで毎日を過ごしたいものです。 
さて、２学期が始まった第１週に、自然学校説明会（８月３０日）、修学

旅行説明会（９月２日）を開催しました。５年生と６年生にとっては、大
変大きな教育活動となります。保護者の皆様にとっても、小学校の思い出
として深く、その心に刻まれているのではないでしょうか。自然学校は、
このコロナ禍の中、令和２年度は一泊二日、令和３年度は二泊三となりま
した。今年度は、通常の四泊五日の計画となっています。既に市内の小学
校で四泊五日を済ませた学校もあります。本日より実施の学校もあります。
子供たちの安全・安心を第１にどの学校でも取り組まれています。本校で
も、二週間後に迫ってきました。先日、お世話いただく指導補助員、救急
員との打ち合わせを行いました。学級の方でも、実施に向けた取組が益々
加速していくことと思います。何より子供達の健康が一番です。５年生の
保護者の皆様には大変なお気遣いをさせることになりますが、何卒、ご理
解とご支援、ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。また、
修学旅行については、後一か月となりました。ここ２年間は、国際的な観

光場所の奈良公園では外国人の方を見なかったです。ある意味、広い奈良
公園をゆったりと回ることができました。京都の方でも外国の方を見かけ
ることは少なったように思います。ただ、令和２年よりも令和３年は少し
人出も多くなり、中でも清水寺では結構観光客も回復していたように思い
ました。今年も引き続きコロナ禍ではありますが、行動制限が無いことや
入国規制の緩和等もあり、奈良・京都での観光客数は増加が十分に見込ま
れます。そのような状況であることを認識し、安全・安心な修学旅行とな
るよう努めたいと考えています。６年生の保護者の皆様にも大変なお気遣
いをさせることになりますが、何卒、ご理解とご支援、ご協力を賜ります
ようよろしくお願い申し上げます。 
また、明後日（９月 14 日【水】）は２学期のオープンスクールとなって

おります。先日は、その参観については参観数の制限を設ける旨のご連絡
をさせていただいております。参観日は子供達も大変楽しみににているこ
とと思います。多くの方にご参観をいただき、学校での児童の学習の様子
等を見ていただきたく思っておりましたが、このコロナ禍の状況を鑑み、
お子様一人につき１名の参観とさせていただきました。保護者の皆様には、
大変窮屈な思いをさせてしまうことになりましたことお許しください。２
学期のこの時期は、各学級の「道徳」の学習を見ていただくことになりま
す。また、「PTA 子育てセミナー」も開催し、人権について考える良い機会
としたいと考えております。 
小野市の「出来うる限りの感染対策を講じ、教育活動を止めない」とい

う方針のもと、中番小学校は今後も教育活動を行ってまいります。保護者
の皆様には、コロナ禍における様々な対応について、ご理解とご協力を賜
っておりますこと深く感謝申し上げます。中番小学校は、子供達、保護者
の皆様、地域の皆様と相互に連携を深め児童にとって、「明日も行きたい！
学びたい！学校」を目指し、様々な教育活動を進め、共に歩んでいきたい
と願っております。 

２学期が始まって 3 週間目。学校のリズム、戻りましたか？ 

－ Change（変革）,Challenge（挑戦）,Continue（継続）－ 


